
 
 

 

 
 
 

ランピースキン病 
  ウイルスが引き起こす病気 

蚊やアブ、サシバエなどの吸血昆虫により広がる 

牛の致死率は低いが、皮膚に結節、乳量の減少や脚の 

腫れなどを引き起こす 

令和６年 11～12月に福岡県、熊本県で発生後、国内発生なし 

イタリア、スペインなど海外では発生あり   

依然として国内での発生リスクは高い 

令和８年５月家畜伝染病予防法が改正 

 

ランピースキン病が万が一発生した場合 

     が義務付け 

引き続き、

を実施しましょう

 今年も例年に比べ平均気温が高い夏となりそうです。暑さは家畜にとって 

ストレスとなり、乳量低下や乳房炎のリスクも高まります。
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令和８年度 第５号 

牛舎に直接日光を入れない 

換気・送風で風の通り道を作る 

冷却：屋根へ散水やミスト利用 

涼しい時間に飼料給餌、給水 

密飼いを避ける 

牛への送風：３m/秒 

ランピースキン病に関する 

情報（農林水産省） 


